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東京外かく環状道路とまちづくりに関する連絡

外かんの必要性とその効果

参　考　資　料

建　設　省
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7区市のクルマは、この22年間で約2倍に。

しかし、道路延長の伸びは、わずか12％。

環7、環8などの南北方向で、著しい渋滞が見られます。

全国のクルマは、この22年間で約3倍。
しかし、道路延長の伸びはわずか8％。

東京のクルマは、この22年間で約2倍。
しかし、道路延長の伸びは、わずか9％。



環8の裏通りとなる生活道路が

抜け道として利用され、

悪影響をおよぼしています。
現況では、環8と抜け道を利用した場合の所要時

間と走行速度はほとんど変わりません。

外かんが整備されると環8の所要時間が減少（走

行速度が向上）し、抜け道を利用している交通が、

環8に転換するものと考えられます。

環8の抜け道での事故が多い。 環8の抜け道での事故が多い。

環8の裏通りとなる生活道路が

抜け道として利用され、

悪影響をおよぼしています。
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現況では、環8と抜け道を利用した場合の所要時

間と走行速度はほとんど変わりません。

外かんが整備されると環8の所要時間が減少（走

行速度が向上）し、抜け道を利用している交通が、

環8に転換するものと考えられます。

東京都の市区町村道の平均値に比べ、環8の抜

け道では、事故発生件数が約8倍になっています。

東京都の市区町村道の平均値に比べ、環8の抜

け道では、事故発生件数が約4倍になっています。
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外かんは、環8、環7の交通量を減らし、渋滞を緩和します。 環8の交通量を約2割、環7の交通量を約1割減らします。



7区市から主要都市（横浜、浦和）への移動時間が短縮されます。

5

高速道路への移動時間が短縮されます。
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生活道路の機能回復
生活道路から通過交通を減らし、生活道路の機能を回復。地域の交通安全の確保、生活環

境の改善が図られました。

●外かん（東京外かく環状道路）は、都心から約1 5 kmの圏域を環状に連絡し、放射方向の幹

線道路を相互に連結して、首都圏の交通ネットワークを形成。交通混雑の緩和や都市間の

円滑な交通を実現します。

移動時間の短縮
外かんの開通により、これまで道路混雑が激しく、移動時間が多くかかっていた埼玉県南部の

都市間の行き来が大変スムースになりました。
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●外かんは、都心から約15kmの圏域を環状に連絡する延長約85kmの道路です。

●放射方向の幹線道路を相互に連結。都心への交通を分散し、都心を通過するだけの交通

バイパス機能を果たします。

●外かんは、首都圏における交通渋滞の緩和や都市間のスムースな交通ネットワークを実現

します。

●海外主要都市との環状道路の整備状況比較。


